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p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p
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名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足
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名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
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□□□□㉚
□□□□㉟/合計

エイレム・グレイ

メリア

妖精使い

6

0

繁茂する生命

男 200なんとか

同性の家族がいない
過去に仕えた主がいた
大切な約束をしている

8

7

14

6 14 2

5 1 14 2

2 1 10 1

13 20 3

4 1 19 3

6 7 27 4

フェアリーテイマー

セージ

6

5

鋭い目

ターゲッティング

魔法拡大/数

マリオネット

2120

1-280

1-289

2-230

エルフ語

交易共通語

ドラゴン語

汎用蛮族語

妖精語

○ ○

○ ○

○

○ ○

○

華美なる宝石飾り

とんがり帽子
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ソフトレザー

ラウンドシールド

7

8

0

3

1

4

冒険者セット

保存食7日分

魔晶石5点x9

フェアリードロップx2

魔晶石10点

アウェイクポーションx2
0

3 14 42 0 4 38

9 0 9 10 47

妖精魔法 6 9

とんがり帽子

華美なる宝石飾り±宝石6つ

長命種のメリアのお爺さん。なんの花が咲いてるかは知らんけどまあ白い花が白髪に混じってる感じで。
過去にとあるフィーのお嬢様に仕えていたが彼女はあまりに病弱で外の世界を知ることもないまま亡くなった。時を経てそのお嬢様に似たフ
ィーを見つけた彼は放っておけず面倒を見ることにした。

「私ね、１つだけ、我儘があるの。聞いてくれる？」
深窓の令嬢という言葉がぴたりとはまるようなフィーの女性-私の主-は弱々しくか細い声で私に告げた。彼女が私に我儘をするなんて滅多に
あることではない。小さい声を聞き漏らすまいとベッドで体勢を起こした彼女の元に近づき彼女の言葉を待った。
「私ね、、この森の外……もっと遠くの外の世界が見てみたかったなぁ…」
届くことのない窓へ手を伸ばす彼女の手を、私はそっと取り彼女を励ました。なんて言っただろうか。お身体が良くなったら共に参りましょ
う。であったか、そんなことは夢物語であると、私も彼女もわかっていたであろうに…それでも私は未来を受け入れられなかった。今でもそ
の過去を受け入れられずに酒に呑まれ、煙草の煙に包まれ、気づけば齢200を超えていた。そんな中、何一つ成長していない私のもとに彼女
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